
●
主
な
質
疑

人
口
の
増
加
に
比
べ
、

市
民
税
、
固
定
資
産
税
の
増

加
が
少
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
も
の
な
の
か
。

ふ
じ
み
野
市
は
年
々
人

口
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
生
産
年
齢
（
15

歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
方
が

転
入
し
て
き
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
市
民
税
の
収
入
が
増

加
し
て
き
て
お
り
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
も
、
新
築
家

屋
の
増
加
に
よ
り
収
入
が
増

加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
平

成
26
年
度
は
５
９
１
棟
が
新

築
さ
れ
た
が
、
滅
失
も
４
０

８
棟
あ
っ
た
。

現
年
課
税
分
の
不

※

納
欠

損
額
に
つ
い
て
、
市
民
税
や

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

な
ど
、
す
べ
て
に
お
い
て
現

年
課
税
分
の
不
納
欠
損
が
増

加
し
て
い
る
。
要
因
は
。

今
年
の
不
納
欠
損
の
特

徴
と
し
て
は
、
高
齢
者
や
持

病
の
あ
る
方
、
所
得
が
全
く

な
い
方
な
ど
、
今
後
も
納
税

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
判

断
で
き
る
場
合
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
執
行
停
止
に
よ

る
即
時
消
滅
は
、
平
成
25
年

度
１
７
２
件
に
対
し
、
平
成

26
年
度
は
５
０
２
件
で
、
約

３
倍
強
の
件
数
と
な
っ
て
い

る
。

公
金
徴
収
を
明
確
な

ル
ー
ル
で
行
う
た
め
に
、
債

権
管
理
条
例
の
制
定
が
必
要

で
は
。市

債
権
部
分
も
含
め
、

当
該
条
例
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。

●
主
な
質
疑

現
状
の
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
点
は
。

水
道
管
の
更
新
時
期
で

多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
そ

の
た
め
の
効
率
的
手
法
の
検

討
が
直
近
の
課
題
。

口
径
３
０
０
㎜
、
２
０

０
㎜
の
石
綿
管
の
布
設
替
え

の
数
が
少
な
い
が
理
由
は
。

主
に
２
０
０
㎜
以
上
の

大
口
径
老
朽
管
は
、
布
設
替

え
単
価
が
非
常
に
高
額
で
な

か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。

　

平
成
26
年
度
末
の
老
朽
管

残
延
長
約
14
・
７
㎞
の
う
ち

約
３
・
５
㎞
が
小
口
径
に
変

更
可
能
。
そ
の
あ
た
り
の
検

討
も
含
め
進
め
て
い
く
。

防
災
、
減
災
の
た
め
に

は
、
耐
震
管
へ
の
布
設
替
え

と
と
も
に
、
管
路
変
更
が
必

要
で
は
。

平
成
26
年
度
の
配
水
管

の
管
網
計
算
の
結
果
か
ら
、

県
道
さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野
所

沢
線
の
口
径
を
大
き
く
す
る

こ
と
で
、
道
路
幅
員
が
非
常

に
狭
い
北
野
・
大
原
地
区
の

大
口
径
管
を
１
０
０
㎜
、
１

５
０
㎜
の
小
口
径
管
に
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

４
５
４
２
万
円
の
黒
字

の
理
由
は
。

今
回
、
地
方
公
営
企
業

法
の
会
計
基
準
の
変
更
で
減

価
償
却
に
見
合
う
分
の
負
債

を
減
少
さ
せ
た

た
め
、
数
字
上

の
も
の
で
あ

り
、
現
金
収
入

を
伴
う
も
の
で

は
な
い
。

水
道
料
金

に
下
水
道
事
業

の
人
件
費
が
含

ま
れ
て
い
な
い

か
。

同
じ
上
下

水
道
課
の
中
で

兼
任
と
な
っ
て
い
る
が
、
主

に
水
道
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の

い
ず
れ
か
の
担
当
と
な
る
。

逆

※

ざ
や
の
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
給
水
原
価
も
含

め
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

事
務
の
効
率
化
な
ど
、

経
常
的
な
経
費
の
削
減
に
努

め
る
。
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運行と利用料の見直しを
　　市内循環バス運行事業補助金

福岡浄水場

新築家屋の建設が続く市役所周辺

●
主
な
質
疑

地
域
支
え
合
い
事
業
補

助
金
の
内
容
は
。

う
れ
し
野
ま
ち
づ
く
り

会
館
に
事
務
所
を
借
り
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
補

助
金
で
、
当
該
団
体
は
、
買

い
物
支
援
や
生
活
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

当
該
事
業
の
効
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

買
い
物
支
援
や
生
活
支

援
な
ど
は
、
介
護
保
険
事
業

の
対
象
外
と
な
る
。
そ
う

い
っ
た
部
分
を
地
域
支
え
合

い
事
業
が
担
っ
て
い
る
の
で
、

利
用
者
の
多
く
の
方
々
か
ら

大
変
に
助
か
っ
て
い
る
と
い

う
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
介
護
予
防・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

を
実
施
し
て
い
く
予
定
な
の

で
、
今
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
新
し
い
事

業
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

当
該
事
業
の
利
用
状
況

は
。

利
用
時
間
数
が
２
万
７

５
５
９
時
間
。
内
容
は
、
買

い
物
代
行
・
外
出
の
付
き
添

い
・
部
屋
の
掃
除
・
庭
の
手

入
れ
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
回
の
業
務
が
１

時
間
か
ら
２
時
間
程
度
な
の

で
、
そ
れ
を
元
に
推
定
を
す

る
と
、
大
体
１
万
件
く
ら
い

の
需
要
が
あ
っ
た
と
捉
え
て

い
る
。

適
正
な
税
の
徴
収
を

市
民
税
・
固
定
資
産
税
等障子張り替えのお手伝い
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ポイント②

ポイント①

 

災
害
に
強
い
水
道
整
備

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
認
定

ポイント④

※不納欠損　滞納となった市税等の徴収金が何らかの理由
で徴収できなくなった場合に、その調定の金額を消滅させ
ること。

※ 逆ざや　原価が売価を上回る状態。

高齢者の生活支援を
地域支え合い事業補助金　

ポイント③

●
主
な
質
疑

昨
年
度
の
補
助
金
と
し

て
３
０
０
０
万
円
程
度
支
出

さ
れ
て
い
る
が
、
収
入
は
１

５
０
万
円
程
度
。
利
用
者
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

収
入
は
伸
び
て
い
な
い
。
今

後
の
対
応
は
。

現
在
、
路
線
・
乗
車
料

金
等
の
見
直
し
検
討
を
し
て

い
る
。利

用
者
約
４
万
６
０
０

０
人
の
う
ち
、
85
％
は
無
料

利
用
者
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
行

け
る
よ
う
な
運
行
を
考
え
、

障
が
い
者
や
本
当
に
困
窮
し

て
い
る
方
は
別
と
し
て
、
受

益
者
負
担
も
必
要
で
は
な
い

か
。

ふ
じ
み
野
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で

も
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
観

点
か
ら
協
議
を
進
め
て
い

る
。




